
奈良女子大学共催講座のご案内

〈奈良女子大学のご案内〉

2025年12月～2026年3月

1908年に設置された奈良女子高等師範学校を前身とし、1949年に
奈良女子大学が発足しました。2022年4月には、日本の女子大学史
上初の工学部を開設し、文学部、理学部、生活環境学部の4学部、
1大学院を設置しています。

「女子の最高教育機関として、広く知識を授けるとともに、専門の
学術文化を教授、研究し、その能力を展開させるとともに、学術の理
論及び応用を教授、研究し、その深奥を究めて、文化の進展に寄与
すること」を目的として教育研究活動を行っています。

〒630-8506 奈良市北魚屋東町 TEL：0742-20-3204 FAX：0742-20-3205 HP：http://www.nara-wu.ac.jp

漢字の科学
～日本の漢字1600年のあゆみを学ぶ～

日時 講習会

12月13日（土） 10：30～12：00 【漢字歴史考古学】漢字の歴史と日本語の歴史

1月 10日（土） 10：30～12：00 【漢字地理地政学】世界の文字と漢字・ひらがな・カタカナ

2月 14日（土） 10：30～12：00 【漢字生活社会学】漢字の現状と様々な研究

3月 14日（土） 10：30～12：00 【漢字未来構想学】日本語社会と漢字の未来

漢字は、わたしたちの日常に深く根づいた、見慣れた文字です。けれども、その成り立ちやしくみ、
そして日本語との関係までをじっくり考える機会は、あまり多くありません。この講座では、漢字という
身近な存在を、歴史・世界・現状・未来という4つの視点から見つめ直します。身近なテーマですが、
学術研究の成果をしっかり踏まえてお話します。難しい読み方や、漢字の種類をたくさん知ってい
るという意味ではない、真に「漢字を知る」時間にご案内します。

※価格は、消費税を含んだ税込価格を表示しています。
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【 講 師 】 奈良女子大学文学部言語文化学科教授 尾山 慎
【 受講料 】各 2,530円 【 開催場所 】近鉄文化サロン阿倍野



奈良女子大学 1日・短期講習会
※入会金は不要です。

※各講座とも、開催場所は近鉄文化サロン阿倍野です。

【漢字地理地政学】世界の文字と漢字・ひらがな・カタカナ
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【漢字歴史考古学】漢字の歴史と日本語の歴史

【漢字生活社会学】漢字の現状と様々な研究
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テクノロジーが進み、音声入力やAIが生活に入り込む中で、文字を書くという行為そのものが見直されていま

す。では、漢字はこの先どうなっていくのでしょうか。なくなるのか、かたちを変えて生きのこるのか。日本語に

とってローマ字とはどう扱うべきものか。私たちはなぜ漢字に愛着を感じ、また不便さも感じるのか。この回で

は、漢字がたどる未来を展望しながら、それをどう受け継ぎ、使いこなしていくかを考えます。

【漢字未来構想学】日本語社会と漢字の未来

WEBでご予約から入金までできるようになりました
お問合せ・お申込みは近鉄文化サロン阿倍野

（０６） ６６２５－１７７１
〒545-0052 大阪市阿倍野区阿倍野筋2-1-40 and4階

【受付時間】10：00～19：00 （日曜日10：00～16：00）

※休業日：7/29（火）、8/11（月・祝）～8/15（金）、8/30（土）、
8/31(日）、10/29(水)～10/31(金)、11/29（土）、11/30(日)、
12/29(月)～1/4(日)は、受付業務を休ませていただきます

【受講お申込みは】
●事前にご予約のうえ、実施日の５日前までにご入会手続きを
お済ませください。
●近鉄文化サロンホームページからご入会・ご入金いただけます。
※WEBでお手続きの場合、入会金無料で会員登録ができます。
●各講座とも満員になり次第締め切らせていただきます。
※ただし、一定の人数に満たない場合は、講座を中止させて
いただくこともございます。

2025年12月～2026年3月

漢字は中国で生まれた文字ですが、日本語という全くちがう言語と出会うことで、思いがけない展開をた

どりました。読みかたが複数ある、音と意味が重なる、そしてひらがな・カタカナが生まれる——こうした変

化の背景には、日本人の文字・表記に対する繊細な感性があります。この回では、日本語と漢字が出会

い、響きあい、そして独自の関係を築いていく過程をたどっていきます。

世界には多くの文字がありますが、日本語のように三種類の文字（漢字・ひらがな・カタカナ）を組み合わ

せて使う言語は、きわめて珍しいものです。この回では、表音文字と表語文字という分類を入り口に、世

界の文字の特色、分布、流通を見渡しながら、日本語の表記がどれほど独創的で柔軟かを考えます。漢

字という外来の文字を取り入れ、なおかつ独自の道を歩んできた日本語の力に目を向けます。

漢字は、今も日本語の中で重要な役割を果たしています。けれども、スマートフォンやパソコンの普及に

よって、読めるけれど書けないといった現象もしばしば見られます。この回では、教育学や脳科学、社会

学など、さまざまな分野で進められている「漢字の研究」を複合的、横断的に紹介しながら、令和を生きる

私たちの漢字との関わり方が、どのようなもので、そしてどのように変化してきているのかを探ります。


